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脳活動の機能的な結びつきの解明に向けた
光脳機能計測法の研究

研究の概要

脳活動の機能的な結びつきは、統合失調症やアルツハイマー病で特徴的なパターンを示すことが近年の研究に

て明らかになりつつある。本研究では既存の脳機能イメージング装置（ｆMRI, MEGなど）に比べて小型で自由度

の高い光計測技術に関して、脳の関連部位の同時計測に特化した光脳機能計測技術を確立して、脳活動の機能

的な結びつきの計測の可能性を探る。

研究の内容と成果

１）多チャネル信号の分離手法の検証

アダマール符号化技術を用いた多重信号
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アダマール符号化技術を用いた多重信号

の分離アルゴリズムを検討し、シミュレー

ション及びファントム実験により有効性を

確認。
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2)脳活動の機能的な結びつきのアルゴリズ

ム評価

相関係数の時間変化を用いたチャネル間

信号 類似性を評価する ゴ ズム
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の信号の類似性を評価するアルゴリズム

を提案。
図１ 多重信号の分離手法の検証


